
（
代
）

8
月
末
現
在
  （
前
月
比
）

8
月
中
の
異
動

（
－
１
人
）

（
－１
０
人
）

（
－１
１
人
）

（
－５
世
帯
）

６
，７８
１
人

７
，３９
６
人

１４
，１７
７
人

４
，７４
９
世
帯

９
人

１８
人

１９
人

２１
人

（
前
月
比
＋
2）

（
前
月
比
±
0）

（
前
月
比
±
0）

（
前
月
比
±
0）

（
前
月
比
±
0）

（
前
月
比
±
0）

（
前
月
比
±
0）

（
前
月
比
±
0）

（
前
月
比
＋
2）

（
58
.8％
）

（
87
．6％
）

（
81
．8
%
）

（
94
．6
%
）

（
83
．1
%
）

（
86
．0
%
）

（
58
．4
%
）

（
81
．4
%
）

（
55
．8
%
）

1,1
18
／
約
1,9
00

11
3／
12
9

14
8／
18
1

35
／
03
7

21
6／
26
0

11
1／
12
9

45
／
07
7

21
5／
26
4

20
3／
36
4

（
件
）（
8月
31
日
現
在
）

（
佳
英
・
七
奈
）

（
勝
人
・
広
美
）

（
正
道
・
有
貴
）

（
健
・
三
恵
子
）

（
将
示
・ち
と
せ
）

（
公
一
・
幸
子
）

（
尚
志
・
恭
子
）

（
尚
志
・
恭
子
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
男
）

（
男
）

晩
　
稲

　
筋

　
堺

片
　
町

　
滝

東
岩
代

北
　
道

北
　
道

/ / / / / / / /29 31 17 19 20 23 27 27

７ ７ ８ ８ ８ ８ ８ ８

りょ
う
た
ろ
う

ゆ
な

み
れ
い

み
ゆ
う

た
い
が

さ
わ

か
ず
し

む
ね
じ

木
　
下
　
涼
太
郎

庄
　
司
　
由
　
奈

尾
　
鼻
　
美
　
玲

山
　
﨑
　
心
　
結

森
　
本
　
大
　
雅

長
　
坂
　
咲
　
和

松
　
本
　
和
　
士

松
　
本
　
宗
　
士

（
９２
）

（１
００
）

（
８５
）

（
８７
）

（
７１
）

（
９０
）

（
９２
）

（
７９
）

（
９６
）

（
７７
）

（
９６
）

（
９８
）

（
６９
）

（
９８
）

晩
　
稲

木
ノ
川

西
岩
代

　
筋
晩
　
稲

片
　
町

谷
　
口

北
　
道

山
　
内

　
滝
東
本
庄

　
筋
新
　
町

北
　
道

/ / / / / / / / / / / / / /１ ２ ２ ４ ５ ５ ６ ７ １０ １１ １４ １６ １６ ２４

８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８

（
佳
文
）

（
舜
子
）

（
義
仁
）

（
雅

）
（
伸
彦
）

（
郁
司
）

（
正
巳
）

（
幸
博
）

（
晴
彦
）

（
マ
リ
）

（
明

）
（
史
朗
）

（
弥
生
）

（畑
山香

代子
）

武
　
市
　
　
　
弘

中
　
野
　
ト
ク
ヱ

中
　
早
　
照
　
男

岡
　
﨑
　
邦
　
輔

関
　
　
　
和
　
一

中
　
田
　
ミ
キ
ヱ

鈴
　
木
　
新
一
郎

飯
　
島
　
喜
　
一

岩
　
﨑
　
う
め
の

武
　
田
　
玲
　
子

石
　
川
　
ト
ミ
ヱ

前
　
山
　
ト
　
ヨ

岡
　
﨑
　
芙
美
子

久
　
保
　
ミ
ナ
ヱ
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広 報 み な べ 10 月 号 平 成 23 年 10 月 １ 日 発 行 （ 第 85 号 ）

おじいちゃんお
ばあちゃん

（上南部保育所の子どもたち）

いっしょにあそ
ぼう

　
和
歌
山
地
方
法
務
局
と
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、人
権
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
県
内
の
小
学
校
を
対
象
に
「
人
権
の
花
運
動
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、児
童
が
協
力
し
な
が
ら
花
を
育
成
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

協
力
・
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、や
さ
し
い
思
い
や
り
の

心
を
体
得
さ
せ
人
権
思
想
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す

　
県
内
１
０
９
校
の
小
学
校
が
応
募
し
、高
城
小
が
最
優
秀
賞
、清
川
小
と

南
部
小
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
人
権
の
花
運
動
」で
高
城
小
が
最
優
秀
賞
、

南
部・
清
川
小
が
奨
励
賞
を
受
賞 高
城
小
学
校
の
こ
ど
も
た
ち

清
川
小
学
校
の
こ
ど
も
た
ち

南
部
小
学
校
の
こ
ど
も
た
ち
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町
民
の
皆
様
へ

町
内
の
被
害
現
場
の
状
況

み
な
べ
町
長

　
　
小 

谷 

芳 

正

　

台
風
12
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
多

く
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
謹
ん
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た

方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
９
月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
日
本
列
島

を
横
断
し
た
台
風
12
号
に
よ
る
記
録
的
な
大
雨
に

よ
り
、
み
な
べ
町
も
建
物
の
倒
壊
や
多
く
の
家
屋

等
の
水
没
等
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
道
路

の
崩
壊
等
に
よ
り
山
間
部
の
地
域
が
孤
立
し
、
電

気
、
電
話
、
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
多
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
消
防
団
は
じ
め
、
町
建
設

業
協
同
組
合
様
、
紀
州
梅
の
郷
救
助
隊
の
皆
様
、

み
な
べ
い
な
み
農
業
協
同
組
合
の
職
員
の
皆
様
な

ど
、
多
く
の
団
体
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

緊
急
的
な
復
旧
が
進
ん
で
い
ま
す
。
職
員
に
お
い

て
も
通
常
業
務
を
離
れ
懸
命
に
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
間
、
特
に
各
地
域
の
自
主
防
災
組
織

の
皆
様
方
の
共
助
の
精
神
に
よ
り
、
お
互
い
助
け

あ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
関
係
各
位
に
心

か
ら
の
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、
土
砂
災
害
の

発
生
す
る
場
所
の
特
定
や
詳
細
な
発
生
時
期
を
予

測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、ま
た
深
層
崩
壊
（
大

規
模
な
山
崩
れ
）
の
場
合
は
特
に
予
測
が
難
し
い

状
況
で
す
が
、
万
が
一
そ
う
い
う
状
況
に
な
っ
た

場
合
、
集
落
ご
と
土
砂
に
の
み
こ
ま
れ
る
ケ
ー
ス

町
道
名
之
内
線

法
手
見
ト
ン
ネ
ル
（
東
神
野
川
側
）

町
道
西
又
線
滝
地
内

国
道
４
２
４
号
東
本
庄
地
内

も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
地
区
か
ら
い
か
に
避
難
す

る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
幹
部
職
員
の
話
で
は
、「
土
砂
災

害
は
、
津
波
よ
り
も
格
段
に
避
難
が
難
し
い
。
深

層
崩
壊
の
場
合
は
そ
の
地
区
か
ら
逃
げ
出
さ
な
い

と
な
ら
な
い
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害

が
お
こ
る
前
に
は
、「
斜
面
か
ら
水
が
ふ
き
出
す
」

「
小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
落
ち
て
く
る
」
な
ど
の
前
兆
現

象
は
必
ず
あ
る
そ
う
で
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
状

態
に
な
れ
ば
、
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ
う
心
の
準

備
を
し
て
お
い
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の

中
で
も
話
し
合
い
を
進
め
て
お
い
て
い
た
だ
き
た

く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
回
の
緊
急
措
置
か

ら
計
画
復
興
へ
と
移
行
し
て
い
く
に
は
、
ま
だ
ま

だ
時
間
を
要
し
ま
す
が
、
町
民
と
行
政
が
手
を
携

え
、
協
働
し
て
こ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
災
害
に
あ
た
り
各
種
企
業
、
団
体

の
皆
様
よ
り
温
か
い
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
災
害
復
興
に
向

け
て
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
い
ま
も
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
皆
様
、
罹
災
さ
れ
た
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様

が
一
日
も
早
く
、
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
が
送

れ
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
更

な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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うめ課

産業課

保健福祉課

住民環境課

会計課

通用口

和 室 詰所

コピー室

書　庫

会議室

町民ロビー

UP ス
ロ
ー
プ

非常口

ミーティング
ルーム

風除室

税務課

　

10
月
１
日
か
ら
「
う
め
課
」

の
事
務
所
が
役
場
第
２
庁
舎
か

ら
第
１
庁
舎
１
階
に
移
転
し
ま

し
た
。

　

事
務
所
の
位
置
は
、
左
下
図

の
通
り
で
す
。
な
お
、
電
話
番

号
は
今
ま
で
ど
お
り
の
74
︱
３

２
７
６
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
第
２
庁
舎
で
行
っ
て
い

ま
し
た
住
民
環
境
課
の
窓
口
業

務
は
、
地
域
住
民
の
方
々
の
利

便
性
を
考
慮
し
、「
住
民
票
」
と

「
印
鑑
証
明
書
」
の
発
行
業
務
の

み
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、「
建
設
課
」
の
事
務
所

に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
号
の

広
報
で
10
月
１
日
よ
り
第
１
庁

舎
に
移
転
と
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
台
風
12
号
の
災
害
対
応

等
の
関
係
で
、
当
初
の
予
定
を

変
更
し
12
月
末
ま
で
引
き
続
き

第
２
庁
舎
で
事
務
を
行
い
ま
す
。

○
住
民
環
境
課
（
住
民
異
動
届
、

戸
籍
証
明
、
印
鑑
登
録
、
年
金

事
務
な
ど
）

○
税
務
課
（
諸
証
明
書
交
付
、

軽
自
動
車
納
税
証
明
車
検
用
、

廃
車
手
続
き
な
ど
）

○
保
健
福
祉
課
（
保
険
証
の
再

発
行
な
ど
）

○
上
下
水
道
課
（
水
道
異
動
届
）

○
産
業
課
（
農
業
経
営
記
帳

簿
販
売
）

　台風 12 号により床上浸水等の被害に遭われた方に対して、本人からの申し出により
料金等の特別措置があります。

○早収期間および支払期限の１ヶ月延長（８月、９月、10 月の電気料金）
○不使用月の電気料金の免除（今後６ヶ月間に限り）
○被災により使用できなくなった設備の基本料金免除（平成 24 年３月末日までの間）
○工事費負担金の免除（被災された方がまったく電気を使用せずに契約を廃止し、平成 24 年３月

末日までに被災前と同様の内容で新たに電気の使用を申し込まれた場合）
○臨時工事費の免除（平成 24 年３月末日までに、同一場所に臨時電灯または臨時電力を申し込ま

れた場合）
○引込線、計量器等の取付位置変更時の工事費の免除（平成 24 年３月末日までに、引込線、計量

器等の取付位置の変更を申し込まれ場合、その初回の工事費を免除）

＊詳細については関西電力営業所窓口係員までお問い合わせ下さい。（℡ 22-1212　田辺営業所）

今
ま
で
第
２
庁
舎
窓
口
で
取
り
扱
っ
て
い
た
次
の
業
務
に

　

つ
い
て
は
、
第
１
庁
舎
の
担
当
課
に
直
接
お
越
し
下
さ
い

台風12号により被災された方へ　関西電力からお知らせ

主な措置内容

＊
梅
干
し
用
の
「
シ
ー
ト
」「
レ

ッ
テ
ル
」「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、

第
１
庁
舎
の
「
う
め
課
」
と
上

南
部
地
区
で
は
、「
う
め
振
興
館
」

で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
下
さ
い
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
１
日
か
ら
「
う
め
課
」
の
事
務
所
が
第
１
庁
舎
に
移
転
さ
れ
、
窓
口
業
務
は

「
住
民
票
」
と
「
印
鑑
証
明
書
」
の
発
行
の
み
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

「
建
設
課
」
は
予
定
を
変
更
し
、
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
第
１
庁
舎
に
移
転
し
ま
す



5 4

入賞
作品

　第 18 回発明発見創意くふう展と第 17 回未来の科学の夢絵画展が開催され、それぞれの入
賞作品が決まりました。今回の応募作品の総数は、くふう展 203 点、絵画展 48 点で、9 月
10 日（土）と 11 日（日）の両日、生涯学習センター（谷口）で展示されました。
　両展の最優秀賞「前芝賞」は、清川出身の発明家、前芝宗三郎さん（福岡県在住）にちな
んだものです。入賞作品を紹介します。

絵
画
展
・
前
芝
賞

　「
ゆ
う
え
ん
ち

　
　
　
は
つ
で
ん
し
ょ
」

　
　
　

南
一
希
さ
ん（

岩
代
小
２
年
）

町長賞　
「つなみから人を守るゴンドラ」

畑中勇貴くん（高城小 5 年）
岡本亜花梨さん（岩代小 5 年）

教育委員長賞　「地雷をふみつぶす戦車」教育長賞
　「赤ちゃんの言葉が分かる耳あて」 山本晃生くん（岩代小 4 年）

議会議長賞　「梅バキューム機」

　第18回 発明発見創意くふう展　　
　　　 第17回 未来の科学の夢絵画展

鎌塚有真くん（上南部小５年）

爰
川
朔
哉
く
ん

　
　
（
岩
代
小
６
年
）

湯川善徳くん（南部小３年）

寺
垣
徳
成
く
ん（
岩
代
小
３
年
）

田
中
随
典
く
ん

　
　
（
南
部
中
１
年
）

商
工
会
長
賞

　
「
３
Ｄ
ひ
ょ
う
し
き

　
　
　
　
（
声
も
で
る
）」

奨
励
賞

　
「
い
ろ
い
ろ
な

　
　

食
べ
物
が
な
る
木
」

小
田
愛
里
さ
ん

　
　
（
清
川
小
３
年
）

山
本
真
衣
さ
ん

　
　
（
高
城
小
６
年
）

奨
励
賞　
「
肥
料
ネ
ッ
ト
」

奨励賞　「つなみから町をまもるかべ」

奨
励
賞

　
「
環
境
カ
ラ
フ
ル
ロ
ボ
」

奨
励
賞　
「
危
険
報
知
機
」
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平
野
景
士
朗
く
ん

　
（
南
部
小
６
年
）

く
ふ
う
展
・
前
芝
賞

　
　「
水
路
」

議
会
議
長
賞

　
「
歴
史
人
物
カ
ル
タ
」　　
　

　
　
　
　
　

辻
健
斗
く
ん

　
　
　
　
　
　
　

  （
南
部
小
６
年
）

町
長
賞 

　
「
の
び
る
朝
顔
」

　
　
　
　
　

山
本
真
衣
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
高
城
小
６
年
）

教
育
委
員
長
賞

　
「
海
で
拾
っ
た

　
　

ガ
ラ
ス
の
ラ
ン
プ
」

　
　
　
　

大
畑
加
奈
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
高
城
小
５
年
）

教
育
長
賞
「
観
覧
車
」

　
　
　

内
川
旺
亮
く
ん

　
　
　
　
　
（
岩
代
小
２
年
）

商
工
会
長
賞

　
「
ド
レ
ミ
の
ハ
ン
ド
ビ
ン
」

　
　
　
　

山
﨑
日
向
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
清
川
小
３
年
）

デ
ザ
イ
ン
賞

　
「
花
火
の
切
り
絵
」

　
　
　

松
井
亜
良
汰
く
ん

　
　
　
　
　
　
（
高
城
小
２
年
）

奨
励
賞

　
「
は
に
わ
（
土
偶
）」　

林
夏
夢
さ
ん
・
夏
鈴
さ
ん

　
　
　
　
（
上
南
部
小
４
年
）

奨
励
賞

「
き
ょ
う
り
ゅ
う
の
貯
金
箱
」

　
　

永
井
歩
く
ん

　
　
　
　
（
高
城
小
３
年
）

努
力
賞

　
「
お
ち
ゃ
め
な

　
　

防
災
リ
ュ
ッ
ク
」

　
　
　
　

木
村
美
結
さ
ん

　
　
　
　
　
（
南
部
中
２
年
）

く
ふ
う
賞
「
玉
い
れ
」

　
　
　
　

宮
田
茉
実
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
岩
代
小
２
年
）

く
ふ
う
賞

　
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
で

　
　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」

　
　
　

土
井
亜
沙
人
く
ん

　
　
　
　
　
　
（
高
城
小
６
年
）

ア
イ
デ
ア
賞

「
み
な
べ
ち
ょ
う
の

　
　

１
ね
ん
か
ん
」

　
　
　

松
下
友
咲
さ
ん

　
　
　
　

 （
上
南
部
小
１
年
）

ア
イ
デ
ア
賞

　
　
「
ゴ
ム
の
琴
」

　
　
　
　

鎌
塚
有
真
く
ん

　
　
　
　
　
（
上
南
部
小
５
年
）
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今年も元気な笑顔に出会えました
　　「元気！ふれあい長寿のつどい」

おじいちゃん・おばあちゃんと楽しいひととき！
「いつまでも元気でいてね」

全国大会で南部道院のみなさんが優秀な成績を修めました

　「元気！ふれあい
長寿のつどい」が、
９月１日、２日の両
日、紀州みなべロイ
ヤルホテルで開催さ
れ、町内の７５歳以
上の対象者２１５９
人のうち６４１人が
参加されました。
　参加者で最高齢の
方は、１日は新庄の

■全日本少年少女武道（少林寺拳法）錬成大会

～高城保育所では～

　８月６日、日本武道館（東京都）で開催され、組
演武で５組が入賞しました。
　また小学生２級の部で入賞した小西翔太・杉本侑
亮組は、コート最高得点を獲得し、優秀演武を披露
しました。
●小学生有段＝森忠大・上野恵吾●小学生２級＝小
西翔太・杉本侑亮●小学生４級＝畑垣聖・中川弘陸
●小学生５級＝山ノ内大雅・阪口稜真●小学生見習
い～７級＝大山葵・南部琴子〔敬称略〕

運動会、一生懸命がんばりました！
　９月18日（日）、上南部・南部、各小学校で運動会
が行われました。
　まだまだ暑い中、児童たちは徒競走やダンスなど
多彩な種目で、日頃の練習の成果を披露しました。　

　９月14日（水）、高城保育所年長児10名
が近くの特別養護老人ホームときわ寮梅の
里を訪れ、入所されている方やデイサービス
で来られた方などに、「おじいちゃま・おば
あちゃま」や「お月見」など４曲を歌って長
寿をお祝いしました。
　子どもたちは、元気いっぱい合唱した
後、手作りの壁飾りをプレゼントしました。

～愛之園保育園では～
　９月16日（金）、愛之園保育園の園児た
ちは、数人ずつのグループに分かれて、埴
田区内のひとり暮らしのお年寄りのお宅を
訪問して、長寿をお祝いしました。
　園児たちは、テープを使って作ったお手
製の小物入れと絵をプレゼントしました。

～上南部保育所では～
　９月16日（金）、上南部保育所では、おじいさん・おばあさんを
保育所に招待して、クラスごとに歌やダンスを披露しました。
　その後、各部屋に戻りおじいさんやおばあさんの顔を描いた首
飾りなどを一緒に作ったり、年長児の子どもたちは昼食も一緒に
食べました。

■全国中学生少林寺拳法大会
　８月20日、21日の両日、香川県多度津町で開催
され、男子団体演武で全国第２位になりました。
　第２位になられたメンバーは次の皆さんです。
●坂北瑞歩・阪本亜弥・小西悠介・沖見史哉・森
星奈・宮本大暉・出口皓喜・﨑山晴希・井上峻
〔敬称略〕

全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会
で

　
　
　
　
　
　
　

入
賞
し
た
皆
さ
ん上南部小学校のダンス「マルマル・モリモリ」南部小学校の綱引き 全国中学生少林寺拳法大会で入賞した皆さん

森トミエさん（94歳）、２日は西本庄の山西操さん（94歳）でした。
　参加された皆さんは、式典の後、昼食をとりながら、久しぶりに出会った同窓
生や近所の方たちと、楽しそうに歓談されていました。また、舞台では市川登美
雄一座による芝居や歌謡ショーなどが催され、楽しいひとときを過ごしました。

また、徒競走やリレーなどの競技では、クラスメートや
保護者の方たちからより一層大きな声援が送られてい
ました。
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●光あれ（馳星周）●おたが
いさま（森まゆみ）●それでも
人生にイエスと言う（V・E・フラ
ンクル）●火山と地震の国に
暮らす（鎌田浩毅）●日本有
用樹木誌（伊東隆夫ほか）
●野球にときめいて（王貞治）
●たとへば君（河野裕子・永
田和宏）

　著者は高等学校長。震災
の後、卒業式を取りやめ、ホー
ムページから卒業生へ送った
メッセージが全国で反響を呼
びました。今あらためて「孤独
を見つめよ。夢を抱け。優しさ
をもて。」と、これからを生きる
若者に語ります。心が動かさ
れる一冊です。●小中学生のための初めて

学ぶ著作権（岡本薫）●世界
の国旗（辻原康夫）●おひとり
ハウス（篠原聡子）●おりがみ
でおみせやさん（いまいみさ）
●夏のジオラマ（小路幸也）
●空が青いから白をえらんだ
のです　奈良少年刑務所詩
集（受刑者）●とき（太田大
八）●いのち（窪島誠一郎）
●野球場の一日（いわた慎二郎）

●ブタとおっちゃん（山地とし
てる）●葉っぱで気になる木
がわかる（林将之）●生まれて
バンザイ（俵万智）

　秋になると、いろんなものがおいしくなる
し、くっきりと見えるし、さわやかで過ごしや
すくなります。子どもたちの好きな秋の虫や
花、おいしいくだもの、運動会の本など、秋を
感じる本をごらんください。

　食欲の秋です。今、おいしさだけでなく、身
体に良いものを安心して食べたいと、食への
関心が高まっています。食の安全、健康食、
食育など食に関する本を紹介します。

「食の話」

「秋みつけた」

74-3283
72-1410

　ＴＶ「ピタゴラスイッチ」で
おなじみのユーフラテスによ
る、あそび心いっぱいの本で
す。いるかともぐらがこんが
らがってできた「いぐら」ほ
か、いろんなこんがらがっち
のいきものが、わかれ道をえ
らびながらたんけんしたり、
しりとりしたり。。。。。

時
に
海
を
見
よ

　やおやさんから家へのかえ
りみち。はたけからきゅうりを
もって、おっちゃんが。まっか
なトマトをもって、おばあちゃ
んが。つぎつぎにだれかが「こ
れ、もっていき」とひろくんに
声をかける。ふしぎでたのし
いおつかいのかえりみち。

村上しい子／文
伊藤秀男／絵（講談社）

●鉄は魔法つかい（畠山重
篤）●しげちゃん（室井滋／作
　長谷川義史／絵）●風の
陰陽師　１～４（三田村信行）

こ
れ
、も
っ
て
い
き

　アトリエでの巨匠たちのエピソード、外国人写真
家として初めて撮影を許されたヴェルサイユ宮殿に
まつわることなど、とっておきのお話を伺います。

　今回は、常連の大人のみなさんの過去の作品もお借
りして並べます。

第十三回手づくりのちいさな絵本
＆紙皿絵本の展示

南川三治郎　講演会
　「アトリエの巨匠に会いに行く」

カレンダー10

　ダリ、ミロ、シャガールなど、
世界の巨匠２０人のアトリエを訪
ねたときの写真展。県下では初め
ての写真展です！名作の生まれた
現場をぜひ、ごらんください。

南川三治郎　写真展
「アトリエの巨匠たち」

１０月１２日（水）
午後３時から

●１０月４日（火）～５日（水）　上南部分館
●１０月６日（木）～９日（日）　ゆめよみ館

●１０月２８日（金）～１１月８日（火）
　ゆめよみ館

●日時 １１月６日（日）午後２時から
　南部公民館３階　視聴覚室

写真家の南川さん

●１日（土）わくわくタイム（10:30～）
　おはなし会（14:00～）

ユーフラテス（小学館）

こ
ん
が
ら
が
っ
ち

　

あ
っ
ち
こ
っ
ち
す
す
め
！
の
本

渡
辺
憲
司（
双
葉
社
）

＊入場無料
（整理券が必要です。）

●11月1日（火）休館（月末整理日）
●31日（月）休館
●29日（土）おはなし会（14:00～）

●28日（金）～11月8日（火）
　南川三治郎写真展

●27日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●24日（月）休館

●22日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　おはなし会（14:00～）

●17日（月）休館
●15日（土）おはなし会（14:00～）

●13日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●11日（火）休館
●10日（月）休館（体育の日）
●８日（土）おはなし会（14:00～）
●６日（木）～９日（日）ちいさな絵本展
●３日（月）休館
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「
未
公
開
株
・
社
債
」
な
ど
の

あ
や
し
い
儲
け
話
の
相
談
が
急

増
し
、
高
齢
者
を
中
心
に
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
と
同
居
し
て
い
る
家
族
の

方
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
な

ど
、
周
囲
の
方
が
目
配
り
す
る

こ
と
に
よ
り
、
被
害
の
未
然
防

止
や
拡
大
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。

県
内
で
も
次
の
よ
う
な
事
例
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

○
２
～
３
回
の
配
当
は
出
た
が
、

そ
れ
以
降
の
配
当
が
支
払
わ
れ

な
い
。

○
業
者
が
金
融
機
関
に
同
行
し

て
定
期
預
金
等
の
解
約
金
を
持

ち
去
る
。

○
過
去
に
被
害
に
遭
っ
た
方
が
、

被
害
回
復
の
話
し
を
持
ち
か
け

ら
れ
、
追
加
の
費
用
負
担
を
求

め
ら
れ
て
、
再
度
被
害
に
遭
う
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
勧
誘
を
受
け
た
場
合
は
ま
ず

業
者
の
登
録
の
確
認
を
す
る
。

〔
金
融
商
品
取
引
等
を
行
う
に

は
、
国
（
財
務
局
）
等
の
登
録

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
〕

○
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
場

合
は
、
取
引
を
見
合
わ
せ
る
な

ど
慎
重
に
対
応
す
る
。

　

不
審
な
勧
誘
を
受
け
た
場
合

な
ど
に
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
紀
南
支
所
（
℡
24
︱
０
９

９
９
）
ま
た
は
役
場
産
業
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
毎
月
消
費
生
活
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催

日
は
町
の
広
報
誌
「
暮
ら
し
の

情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
ご
確
認

下
さ
い
。

　

専
門
の
相
談
員
さ
ん
が
▽
訪

問
販
売
な
ど
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル

▽
商
品
の
苦
情
▽
生
活
の
知
識

▽
多
重
債
務
問
題
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
ご

利
用
下
さ
い
。

　

10
月
の
相
談
日
は
14
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
役
場
第
１
庁
舎

で
開
き
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
会
を

　

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す

そ
の「
も
う
け
話
」、大
丈
夫
で
す
か
？

　
～
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
～

　

地
元
和
歌
山
で
育
ま
れ
た
「
紀

州
材
」
で
家
を
新
築
・
増
築
し
ま

せ
ん
か
？

　

林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
、

森
林
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た

め
、
県
で
は
「
紀
州
材
」
で
家
を

建
て
ら
れ
る
方
へ
補
助
金
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

○
主
な
条
件

・
新
築
の
場
合
＝
申
請
者
自
ら
が

居
住
す
る
目
的
で
建
設
す
る
木

造
住
宅

・
増
改
築
の
場
合
＝
建
築
基
準
法

上
の
許
可
又
は
届
け
出
が
必
要

な
規
模
の
も
の

・
平
成
24
年
３
月
30
日
ま
で
に
紀

州
材
の
施
工
が
完
了
す
る
こ
と

・
他
の
補
助
金
等
と
重
複
受
給
が

な
い
こ
と

○補助金額
○
申
し
込
み
方
法　

補
助
対
象

木
材
の
工
事
現
場
で
の
施
工
に

着
手
す
る
日
の
３
日
前
（
休
日

の
場
合
は
そ
の
前
日
）
ま
で
に
、

所
定
の
様
式
に
よ
り
建
築
地
を

所
管
す
る
各
振
興
局
の
林
務
課

に
申
し
込
み
を
行
っ
て
下
さ
い
。

○
受
付
期
間　

平
成
24
年
３
月

15
日
ま
で
（
先
着
順
）

○
問
い
合
わ
せ
先　

日
高
振
興

局
地
域
振
興
部
林
務
課
（
℡
０
７

３
８
︱
24
︱
２
９
１
２
）

産
業
課（　
72
━
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

紀
州
材
で
家
を
建
て
ま
せ
ん
か
？

紀州材の
使用量（㎥） 補助金額

5㎥以上
10㎥未満 60,000 円

10㎥以上
15㎥未満 130,000 円

15㎥以上 200,000 円
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◆
入
所
（
園
）
対
象
児

　

小
学
校
入
学
前
ま
で
で
、

●
お
う
ち
の
人
全
員
が
、
昼
間

外
に
働
き
に
行
っ
て
い
る
。

●
お
う
ち
の
人
が
家
に
い
る
が
、

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
だ
け
で

は
保
育
が
難
し
い
お
子
さ
ん
。

◆
募
集
す
る
保
育
所

◇
南
部
保
育
所

　
（
東
吉
田
・
℡
72
︱
４
５
２
０
）

◇
上
南
部
保
育
所

　
（
西
本
庄
・
℡
74
︱
３
０
２
２
）

◇
高
城
保
育
所

　
（
広
野
・
℡
75
︱
２
０
４
４
）

◇
清
川
保
育
所

　
（
清
川
・
℡
76
︱
２
２
５
１
）

◇
愛
之
園
保
育
園

　
（
埴
田
・
℡
72
︱
２
３
７
１
）

　

町
内
の
各
保
育
所（
園
）と
幼
稚
園
が
、来
年
度
入
所（
園
）

希
望
児
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
入
所
（
園
）
を
希
望
さ
れ
る
お
う
ち
の
皆
さ

ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

各
保
育
所（
園
）

  
来
年
度
入
所（
園
）希
望
児
を
募
集
！

保
育
所（
園
）＆
幼
稚
園
が

か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）

教
育
学
習
課（　
74
━
２
１
９
１
）

TELTEL

南
部
幼
稚
園

学
校
法
人
　
白
梅
幼
稚
園

来
年
度
新
入
学
児
の
就
学
時
健
診
実
施

◇
ひ
か
り
保
育
所

　
（
東
岩
代
・
℡
72
︱
３
０
１
９
）

◆
申
込
受
付
期
間

　

10
月
３
日（
月
）～
21
日（
金
）

◆
提
出
書
類

◇
入
所
（
園
）
申
込
書

◇
就
労
証
明
書

※
申
込
書
や
募
集
案
内
書
な
ど

は
、
左
記
の
申
し
込
み
先
に
あ

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
募
集

案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
先

◇
各
保
育
所
（
園
）

◇
役
場
住
民
環
境
課
窓
口

◆
問
い
合
わ
せ
先

◇
役
場
住
民
環
境
課

　
（
℡
72
︱
２
１
６
１
）

◆
募
集
人
員

年
長
児
（
平
成
18
年
４
月
２
日
　

学
校
法
人
・
白
梅
幼
稚
園
（
晩

　

平
成
24
年
度
、
町
立
小
学
校

へ
の
新
入
学
予
定
児
童
の
就
学

時
健
康
診
断
（
内
科
・
歯
科
・

知
能
検
査
な
ど
）
を
、
次
の
通

り
行
い
ま
す
。

◆
対
象
児
童

　

平
成
17
年
４
月
２
日
～
18
年

４
月
１
日
生
ま
れ

◆
各
校
の
実
施
日
時

●
岩
代
小
学
校

　

10
月
14
日
（
金
）

　

受
付　

午
後
１
時
20
分
～

●
南
部
小
学
校

　

10
月
21
日
（
金
）

稲
）
も
、
左
記
の
通
り
来
年
度

入
園
希
望
児
を
募
集
し
ま
す
。

◆
定
員

年
少
組
（
３
歳
児
）
15
人
程
度

　
（
来
年
度
途
中
で
３
歳
に
な
る

お
子
さ
ん
も
、
随
時
入
園
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
）

年
中
組
（
４
歳
児
）
20
人
程
度

年
長
組
（
５
歳
児
）
20
人
程
度

◆
申
込
受
付
期
間

　

来
年
１
月
末
ま
で

◆
申
し
込
み
先

　

学
校
法
人
・
白
梅
幼
稚
園

（
℡
74
︱
３
２
３
１
、
Ｆ
ａ
ｘ
74

︱
８
０
１
６
）

　

受
付　

午
後
12
時
45
分
～

●
上
南
部
小
学
校

　

10
月
26
日
（
水
）

　

受
付　

午
後
１
時
～

●
高
城
小
学
校

　

10
月
19
日
（
水
）

　

受
付　

午
後
１
時
～

●
清
川
小
学
校

　

10
月
19
日
（
水
）

　

受
付　

午
後
１
時
15
分
～

　
（
新
入
学
予
定
児
童
の
家
庭
へ

案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
）

　

く
わ
し
く
は
、
教
育
学
習
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

34
人
（
在
園
児
除
く
）

年
中
児
（
平
成
19
年
４
月
２
日

～
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

14
人
（
在
園
児
除
く
）

年
少
児
（
平
成
20
年
４
月
２
日

～
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

20
人

※
募
集
人
員
を
越
え
た
と
き
は
、

抽
選
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
間

　

10
月
３
日（
月
）～
21
日（
金
）

◆
入
園
願
書
提
出
先

◇
南
部
幼
稚
園

　
（
片
町
・
℡
72
︱
２
３
５
８
）

◇
教
育
学
習
課

　
（
谷
口
・
℡
74
︱
２
１
９
１
）

※
入
園
願
書
は
、
南
部
幼
稚
園
、

教
育
学
習
課
、
住
民
環
境
課
窓

口
、
高
城
公
民
館
、
清
川
公
民

館
に
あ
り
ま
す
。

◆
参
考　

入
園
料
（
３
０
０
０

円
）必
要
。就
園
奨
励
費
制
度
有
。

降
園
後
の
預
か
り
保
育
有
。

〔
預
か
り
保
育
→
年
中
・
年
長
児

対
象
。
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

の
保
育
終
了
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
。
費
用
は
別
途
必
要
。
４

月
と
長
期
休
業
中
は
未
実
施
〕

◆
参
考　

入
園
料
は
不
要
で
す
。

私
立
就
園
奨
励
費
制
度
が
あ
り

ま
す
。

◇
休
園
日　

日
曜
日
、
祝
日
、

第
２
・
第
４
土
曜
日
、（
長
期
）春
・

夏
・
冬
休
み

◇
保
育
時
間
な
ど　

▽
朝
８
時

ご
ろ
開
門
～
降
園
は
午
後
３
時

（
土
曜
日
は
午
前
11
時
）、
▽
降

園
後
の
預
か
り
保
育
有
（
午
後

４
時
ま
で
）
▽
給
食
有
（
副
食

の
み
）▽
土
曜
登
園
日
は
、園
舎
・

園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
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給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

10
月
20
日
に
も

　
　

行
政
相
談
開
設

特
別
徴
収
の
事
務

　

本
年
度
も
次
の
地
区
で
、
地

籍
調
査
事
業
の
境
界
立
会
及
び

測
量
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
又
は
関
係
者
の

皆
様
に
は
、
事
業
内
容
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
現
地
立
会
い
等
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
初
旬
よ
り
順
次
、

現
地
立
会
い
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

（
日
程
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
土
地
所
有
者
、
関
係
者

の
皆
様
に
委
託
業
者
よ
り
直
接

ご
案
内
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。）

■
実
施
地
区

○
山
内
の
一
部
（
字 

青
ヶ
谷
・

井
ノ
谷
奥
・
芋
堀
谷
・
片
倉
奥
・

片
倉
中
・
千
里
谷
奥
・
百
八
谷
）

○
西
岩
代
の
一
部
（
字 

大
瀬
町
・

垣
内
田
・
柿
ノ
芝
・
後
城
・
小

屋
谷
・
里
神
・
下
羅
・
寺
垣
内
・

羽
ケ
谷
）

○
熊
岡
の
一
部
（
字 

岡
畑
・
小

谷
・
大
谷
）

○
島
之
瀬
の
一
部
（
字 

中
髭
・

鳥
居
田
）

○
東
神
野
川
の
一
部
（
字 

五
味

田
・
船
越
・
出
合
・
串
・
湯
ノ
下
・

下
別
當
・
上
別
當
・
蟇
田
・
古

垣
内
・
下
安
平
・
中
安
平
・
上

安
平
・
市
藪
・
楷
）

＊
狩
猟
を
さ
れ
る
皆
様
へ

　

調
査
及
び
測
量
の
期
間
中

（
平
成
23
年
10
月
～
平
成
24
年
３

月
）、
山
間
部
で
の
作
業
も
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
し

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
、事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、

住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る

従
業
員
の
個
人
住
民
税

は
特
別
徴
収
の
実
施
を

お
願
い
し
ま
す

『
地
籍
調
査
事
業
』に
つ
い
て

建
設
課（　
74
━
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

給
与
所
得
者
に
代
わ
っ
て
、
毎

月
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
に

支
払
う
給
与
か
ら
住
民
税
（
市

町
村
民
税
＋
県
民
税
）
を
徴
収

（
天
引
き
）
し
、
納
入
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

■
地
方
税
法
や
町
税
条
例
の
規

定
に
よ
り
、
事
業
者
は
、
原
則

と
し
て
す
べ
て
特
別
徴
収
義
務

者
と
し
て
、
住
民
税
の
特
別
徴

収
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
給
与

支
払
報
告
書
を
各
市
町
村
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

該
給
与
支
払
報
告
書
は
、
地
方

税
法
の
規
定
に
お
い
て
、
提
出

し
な
か
っ
た
事
業
者
又
は
虚
偽

の
記
載
を
し
た
事
業
者
に
対
す

る
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
５
月
に
、
特
別
徴
収
義

務
者
あ
て
に
「
特
別
徴
収
税
額

決
定
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
そ
の
税
額
を
毎
月
給

料
か
ら
徴
収
し
、
翌
月
の
10
日

ま
で
に
合
計
額
を
、
各
従
業
員

の
住
所
地
の
市
町
村
へ
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
納
期
の
特
例
に
つ
い
て

　

従
業
員
が
常
時
10
名
未
満
の

事
業
所
は
、
申
請
に
よ
り
年
12

回
の
納
期
を
年
２
回
と
す
る
こ

　

行
政
相
談
は
、
行
政
機
関
が

行
う
仕
事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ

ス
な
ど
で
「
困
っ
て
い
る
」「
こ

う
し
て
ほ
し
い
」
こ
と
の
相
談

を
受
け
る
も
の
で
す
。
町
で
は
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
毎
月
、
人
権
相
談
、
登

記
相
談
（
随
時
）
と
合
同
で
、

行
政
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

は
、
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

　

相
談
日
は
、
広
報
「
暮
ら
し

の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。
町
内
一
斉
放

送
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

と
が
で
き
ま
す
。

　

住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
税
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
に
つ
い
て
く
わ
し
く

は
、
税
務
課
住
民
税
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
17
日
～
23
日
は
秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
13
日
、行
政
・
人
権
・
登
記
相
談
開
設

～
困
っ
た
ら
　
一
人
で
悩
ま
ず
　
行
政
相
談
～

　

な
お
、
10
月
は
、
行
政
・
人

権
・
登
記
相
談
を
、
13
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ま

で
役
場
第
１
庁
舎
で
開
設
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
政
相
談
週
間
中
の

10
月
20
日
（
木
）
に
も
、
高
城

公
民
館
と
清
川
公
民
館
で
行
政

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
時
間
は

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ま

で
。）
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住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

第
３
回
定
例
町
議
会
の

　

開
会
予
定
日
が

10
月
４
日
に

　

変
更
さ
れ
ま
し
た

毎
月
19
日
は

　
　
「
食
育
の
日
」

10
月
か
ら

　
「
子
ど
も
手
当
」の
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す

　

子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年

10
月
か
ら
制
度
が
変
わ
り
、
支

給
額
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
学
生

以
下
一
律
１
万
３
０
０
０
円
か

ら
支
給
対
象
年
齢
等
に
よ
り
支

給
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
け
取
っ

て
い
た
方
に
は
、
10
月
下
旬
に
、

『
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書
』
を

送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

支
給
金
額
等
に
つ
い
て
は
次

の
通
り
で
す
。

○
手
当
の
月
額
（
平
成
23
年
10

月
分
か
ら
平
成
24
年
３
月
分
）

・
０
歳
～
３
歳
未
満

　

一
律
１
５
，
０
０
０
円

・
３
歳
以
上
～
小
学
校
修
了
前

　

１
０
，
０
０
０
円
（
第
３
子

　

以
降
は
１
５
，
０
０
０
円
）

・
中
学
生

　

一
律
１
０
，
０
０
０
円

○
支
給
月

・
平
成
24
年
２
月
（
平
成
23
年

10
月
分
～
平
成
24
年
１
月
分
）

・
平
成
24
年
６
月（
平
成
24
年
２
、

３
月
分
）

　

な
お
平
成
23
年
10
月
に
支
払

わ
れ
る
手
当
は
、
平
成
23
年
６

月
分
～
９
月
分
で
す
。

■
10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当

を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
認
定

請
求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
は
、
こ
れ
ま
で
子
ど

も
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
た
方

も
含
め
、
す
べ
て
の
方
が
必
要

で
す
。
認
定
請
求
は
、
平
成
24

年
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
す

れ
ば
、
10
月
分
か
ら
の
手
当
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
方
は
、

速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
10
月
以
降
に
他
の
市
町
村
へ

転
居
さ
れ
た
方

・
10
月
以
降
に
お
子
さ
ん
が
生

ま
れ
た
方

■
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

　
『
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書
』

（
こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
け

取
っ
て
い
た
方
に
は
、
10
月
下

旬
に
送
付
）
に
よ
り
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
号
の
広
報
で
第
３
回
定

例
町
議
会
の
開
会
予
定
日
を
９

月
12
日
と
お
伝
え
し
て
い
ま
し

た
が
、
台
風
12
号
の
災
害
対
応

等
の
関
係
で
10
月
４
日
（
火
）

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
22
年
度

各
会
計
の
決
算
や
、
補
正
予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
各
議
員
の
一
般
質
問

も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

お
誘
い
合
わ
せ
て
傍
聴
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

食
育
と
は
、
一
人
一
人
が
、

健
全
な
食
生
活
の
実
現
、
食
文

化
の
継
承
、
健
康
の
確
保
等
が

図
れ
る
よ
う
、
自
ら
の
食
に
つ

議
会
事
務
局（　
72
━
１
３
３
４
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

い
て
考
え
る
習
慣
や
食
に
関
す

る
様
々
な
知
識
と
食
を
選
択
す

る
判
断
力
を
、
楽
し
く
身
に
付

け
る
た
め
の
学
習
等
の
取
り
組

み
を
い
い
ま
す
。

　

食
育
の
日
に
は
、家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
、
食
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

体
の
栄
養
だ
け
で
な
く
心
の
栄

養
に
も
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら

屋
外
広
告
物
条
例
等
が
改
正

さ
れ
、
看
板
を
設
置
す
る
際

に
必
要
と
な
る
許
可
基
準
及

び
対
象
区
域
が
見
直
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
規

制
を
行
う
た
め
、
許
可
地
域

を
３
つ
の
区
域
に
細
分
化
し
、

区
域
毎
に
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

基
準
の
設
定
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
派
手
な
色
を

規
制
す
る
色
彩
規
制
や
最
近

増
え
つ
つ
あ
る
映
像
が
表
示

さ
れ
る
広
告
物
に
対
す
る
規

制
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

景
観
へ
の
配
慮
と
経
済
活

動
へ
の
配
慮
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
た
上
で
、
メ
リ
ハ

リ
が
あ
り
時
代
情
勢
に
応
じ

た
屋
外
広
告
物
の
規
制
を
行

い
、
和
歌
山
県
ら
し
い
良
好

な
景
観
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
庁
都
市
政

策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.p

ref.
w

a
k

a
y

a
m

a
.lg

.jp
/

prefg/080900/index.htm
l

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
県
庁

都
市
政
策
課
（
℡
０
７
３
︱

４
４
１
︱
３
２
３
１
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

看
板
を
設
置
す
る
際
の
許
可
基
準
と

　
　
　
　

対
象
区
域
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
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目
が
疲
れ
る
、
目
が
か
す
む
、

も
の
が
よ
く
見
え
な
い
、
目
が

充
血
す
る
、
視
野
の
一
部
が
見

え
な
い
、
目
の
中
に
虫
の
よ
う

な
も
の
が
見
え
る
等
の
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

目
の
病
気
も
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
重
要
で
す
。
目
の
愛
護

デ
ー
を
機
会
に
、
目
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
視
覚
障
害
に
悩
む
人

が
角
膜
移
植
を
受
け
て
視
力
を

回
復
で
き
る
よ
う
に
、「
愛
と
健

康
の
贈
り
も
の
」
と
し
て
、
死

後
の
献
眼
登
録
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

《こころのケアホットライン》
大きなショックを受けたことで、心身の変化が生じることがあります

気軽に相談してみませんか？

10
月
10
日
は

目
の
愛
護
デ
ー
で
す

「
守
り
た
い
、瞳
の
健
康
」

　

献
眼
登
録
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、（
財
）
和
歌
山
県

角
膜
・
腎
臓
移
植
推
進
協
会

（
℡
０
７
３
︱
４
２
４
︱
７
１
３

０
）
へ
。

10月29日（土）～30日（日）

11月3日～4日
11月3日～4日

第６回

今年もお誘い合わせて見に来てください

11月６日（日）～ 町内各会場で
　種目や参加申し込み方法などは、この広報紙と一緒にお届けした要
項をご覧ください。くわしくは、教育学習課へお問い合わせください。

11月3日（木）

お問い合わせは
　中央公民館（℡74-3134）へ

　災害や事故に遭遇したり、身近な人が被害にあうのを目の当たりに
すると、私達の心と身体にいろいろな変化が生じる場合があります。
これは、日常とかけ離れた異常事態における正常な反応です。
　災害・事故などの体験後、２～３週間は心身の不調が出やすい時期
ですが、多くの場合時間がたつと自然にもとの状態に戻ります。
　できるだけ食事・睡眠・運動・休息をとるよう心がけましょう。
○眠れない○イライラする○頭痛や肩こりがひどい○誰とも話す気に
なれない○あの時の光景が何度も思い浮かぶ○この先もいいことはな
いような気がする。
　こんな症状のある方は、こころに強いストレスがかかっているかも
知れません。誰かと話をすることで気持ちがやわらぐかもしれません。

【こころのケアホットライン】℡０８００-２０００- ５８６（フリーダイヤル）
【田辺保健所】　℡０７３９-２２-１２００ 
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●日　時　11 月 12 日（土）
　　　　　10 時 30 分～ 16 時 30 分
●場　所　和歌山ビッグ愛
　　　　　（和歌山市手平 2 丁目 1-2）
●内　容
　〈大ホール〉
　　音楽ライブ、講演会、シンポジウム、
　　落語、映画上映
　〈展示ホール〉
　　福祉用具の展示、介護相談、
　　介護の仕事（進学・就職相談）
●入場料　無料（事前申込みは不要です）

くわしくは県福祉保健部長寿社会課
　　　　　（℡０７３－４４１－２５２１）

あなたと地球にやさしい、クルマの愛情点検あなたと地球にやさしい、クルマの愛情点検
”安全と環境保全には、点検・整備が必要です”

　自動車の使用者には、自動車の不具合による事故の
防止や環境保全を図るため、自動車の点検・整備の実
施が義務付けられています。
○日常点検＝日頃、自動車を使用している中で、走行

距離や運行時の状態などから判断した、適切な時期
に点検を行うことが必要です。

○定期点検＝安全の確保・公害防止の観点から、自家
用乗用車については１年ごとに実施しなければなり
ません。

　適切な点検・整備を行うことで車の燃費が２％程度
改善されます。車のトラブルを防ぐとともに、地球環
境のために点検・整備は忘れず行って下さい。

国土交通省近畿運輸局和歌山運輸支局

　

バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
は
、
通
勤
・
通
学
・
通

院
な
ど
日
常
生
活
に
お
い
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
高
齢
化
や
過
疎

化
の
進
行
、
自
家
用
自
動
車
の

普
及
な
ど
に
よ
り
利
用
者
数
が

年
々
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
や
自
治
体
で
は
、

日　　時：10 月 21 日（金）10：00 ～ 11：00
場　　所：ふれ愛センター
受付期間：10 月１日～ 10 月 14 日
　　　　　※申し込みが必要です（先着 20 名）
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）

プレママ＆フレッシュママ交流事業

『食育のお話し』
バ
ス
・
鉄
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

鉄
道
や
生
活
路
線
バ
ス
の
利
用

促
進
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
安
全
性
が
高
く
、
環
境
に

も
や
さ
し
い
公
共
交
通
の
利
用

を
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　

紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議

会
で
は
、
大
切
な
交
通
機
関
で

あ
る
鉄
道
の
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

電
車
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
の

方
ま
で
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、

特
に
車
を
運
転
し
な
い
人
に

と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

大
切
な
交
通
手
段
で
す
。

　

し
か
し
最
近
は
移
動
に
自
家

用
車
を
使
う
人
が
増
え
、
乗
降

客
数
が
年
々
減
り
続
け
て
い
ま

す
。「
利
用
す
る
人
が
少
な
く
な

る
と
→
電
車
の
本
数
も
減
っ
て

し
ま
い
→
不
便
に
な
り
→
利
用

す
る
人
が
ま
す
ま
す
減
っ
て
し

ま
う
」
と
い
う
悪
循
環
に
な
り

ま
す
。
こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切

り
、
私
た
ち
地
域
の
鉄
道
を
守

る
た
め
に
も
、
旅
行
な
ど
お
出

か
け
の
際
に
は
電
車
を
ぜ
ひ
ご

利
用
下
さ
い
。

電
車
を
利
用
す
る
と

◇
渋
滞
な
し
で
時
間
に
正
確

◇
安
全
性
が
高
い

◇
地
球
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い

　

お
買
い
物
や
通
院
、
ま
た
鶴

の
湯
温
泉
や
国
民
宿
舎
紀
州
路

み
な
べ
・
老
人
憩
い
の
家
二
子

の
里
、
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
な
ど

へ
の
交
通
手
段
に
は
、
み
な
べ

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
み
な

べ
コ
ミ
バ
ス
）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
は
デ
マ
ン

ド
方
式
（
予
約
方
式
）
で
、
利
用

に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

利
用
の
際
は
、
み
な
べ
コ
ミ
バ

ス
（
℡
72
︱
３
６
７
５
）
へ
電

話
を
し
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

電
車
に
乗
っ
て

　

出
か
け
ま
せ
ん
か
？

町
内
の

　

買
い
物
や
通
院
に
は
、

　
　

み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
で

わかやま
「介護の日」 イベント 2011
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※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を送っています。
（７歳半までで未接種のお子さんも接種してください）

10月12日（水）
生後３か月以上６か月未満のお子さん
（やむを得ない場合は１歳まで）

13：00～13：20

麻しん風しん混合（１期）

三 　 種 　 混 　 合 10月14日（金）
平成22年5月～10月に初回接種が完了したお子さん

13：00～13：20

Ｂ 　 　 Ｃ 　 　 Ｇ

10月27日（木）
平成22年8月・9月生まれのお子さん

13：00～13：20

（平成22年2月・3月生まれ）10月 ５日（水）

10月19日（水）

13：00～13：30１歳６か月児健診

（平成23年6月・平成22年12月生まれ）
13：00～13：30４・1 0か月児健診

※10月19日は、南部中学生が思春期体験学習で健診の
　お手伝いをします。

9：00～11：00晩稲会場前→12：00～14：00井口
食品㈱様前→14：30～16：30ふれ愛センター

　　　　　　　　　　　　　　　献血の際、恐れ
入りますが、献血カードまたは本人であることを証明
できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

10月20日（木）（南部ライオンズクラブ・町共催）

10月のおひさま広場（保育所開放）

21日（金）10：00～11：00（℡ 75-2044）◆高城保育所
28日（金）13：00～14：00（℡ 76-2251）◆清川保育所

7日（金）10：00～11：00（℡ 74-3022）◆上南部保育所

27日（木）10：00～11：00◆上南部保育所

（おみこし・獅子舞など）お祭りごっこ

ミニミニ運動会

外で自由遊び

プチ運動会

12日（水）10：00～11：00（℡ 72-2371）◆愛之園保育園

14日（金）10：00～11：00（℡ 72-4520）◆南部保育所

（雨天中止）※申込必要

トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～
10月7日（金）・14日（金）・21日（金）・28日（金）

18：00～21：00

「マタニティー＆ベビーサロン」
日　時：10月18日（火）13：30～15：00
場　所：こひつじランド（埴田、愛之園保育園内）
対　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
内　容：①赤ちゃん人形で抱っこの練習
　　　　②知って得する出産前後のサービス紹介等
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）

　古くて新しい病気、結核は、咳やくしゃみによって結核
菌が人から人に空気感染する病気です。もし、あなた
が、罹患しているのに知らないままでいると、周りの人た
ちにも伝染してしまう恐れがあります。早期発見が大変
重要です。また、新たな患者の半数近くは、若いころ結
核流行時を経験した65歳以上の高齢者です。この機会
にぜひ受診してください。
　なお、肺がん検診は、40歳以上から受診できます。レ
ントゲンバスの巡回場所や時間などは、この広報紙と一
緒にお届けしたチラシをご覧ください。なお、すでに医療
機関やミニドックで胸部レントゲンを受診した方は、今回
の受診は必要ありません。＊道路事情等により清川地区
の方はチラシでよくご確認下さい。

　10月から医療機関（西牟婁郡、田辺市、日高郡内）で
受診できます。（自己負担が必要です）対象は子宮頸が
ん健診は20歳以上、乳がん検診は40歳以上で、今年度
偶数歳の方です。今年度初めに受診を申し込んだ方、ま
た、ミニドックでの検診を申し込んだが受診しなかった方
に問診票を送りますので、受診してください。

医療機関での子宮・乳がん検診は
10月１日から24年3月31日まで

レントゲン
バス巡回 胸部（結核・肺がん）検診胸部（結核・肺がん）検診

◆ 対　象　結核検診は65歳以上～
　　　　　 肺がん検診は40歳以上～
◆ 巡回日　10月19日（水）・20日（木）

受 診
無 料

　運動療法やアロマ、自律訓練法、リラクゼーションを
取り入れ、「心をゆるめる事により過食を防ぐ」という
観点で、楽しい教室を10回予定しています。
　健康づくり、メタボリックシンドロームの改善や予防
のために、ぜひご参加ください。※申し込みは不要。タ
オル・飲み物を持参し、動きやすい服装でお越しくだ
さい。

健康づくり　いきいき講座

「癒しのストレッチ教室」
◆日　時：９月28日～12月14日（毎週水曜日）
　　　　　午後７時～９時
◆場　所：ふれ愛センター（東本庄）
◆講　師：カダラ  ナゼル  セラピスト　
　　　　　岡崎仁美さん（田辺市）

どなたでも
参加できます
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１０月の消費生活相談会
14日（金）13：00～16：00
役場第1庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

１０月の人権・行政・登記相談
13日（木）13：30～15：30
第１庁舎で
人権相談（人権擁護委員）

登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

20日（木）13：30～15：30
高城公民館・清川公民館
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

１０月の県による巡回職業相談
27日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局企画産
業課（℡0738 -24 -2946）へ。

１０月は

第２土曜日　午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

法の日、福祉用具の日
浄化槽の日、土地の日

都市景観の日

石油機器点検の日 国際防災の日

鉄道の日

安全・安心なまちづくりの日
製品安全点検日

目の愛護デー

国際協力の日

◆町内各保育所（園）・南部幼
　稚園、来年度入所（園）
　希望児募集（～21日）

◆高城小、いも堀り
◆岩代小、交流学習

◆小さな絵本＆紙皿絵本展
　（～5日・上南部分館）

◆清川保、キノピー教室

◆白梅幼、芋ほり
◆南部保、クッキング
◆高城保・高城中と交流
◆1歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆愛之園保、おひさま広場
　（保育所開放）・プチ運動会
◆ＢＣＧ、（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部中1・2年生、遠足
◆小さな絵本＆紙皿絵本展
　（～9日・ゆめよみ館）
◆南部長寿大学、「歴史学習」
　（南部公民館）

◆ひかり保、遠足
　（アドベンチャーワールド）
◆高城保、園外保育（天宝神社）
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・第１庁舎）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～17：30）

◆愛之園保
　お掃除大作戦eco孫爺
◆南部幼、クッキング
◆高城小、通学合宿（～22日）
◆献血（9：00～11：00晩稲会場前/
　12：00～14：00井口食品㈱様前/
　14：30～16：30ふれ愛センター）
◆行政相談、（13：30～・
　高城公民館、清川公民館）

◆高城保、キノピー教室
◆上南部保、おひさま広場
　（保育所開放）・外で自由遊び
◆岩代・南部小、合同芸術鑑賞
◆麻しん風しん混合（1期）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆芸能まつり（ふれ愛センター）
◆高城文化展・菊花展
　（～4日・高城公民館）
◆清川文化展
　（～4日・清川公民館）

◆上南部保、お祭りごっこ
　おひさま広場（保育所開放）

◆南部保、おひさま広場
　（保育所開放）・ミニミニ運動会
◆高城保、クッキング
◆岩代小、来年度新入学予定
　児童就学時健診
◆高城小
　ＰＴＡ親睦ソフトバレー大会
◆三種混合
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆消費生活相談会
　（13：00～・役場第１庁舎）

◆南部幼、秋の遠足
　（アドベンチャーワールド）
◆高城保、おひさま広場
　（保育所開放）・お祭りごっこ
◆岩代小、社会見学
◆南部小、来年度新入学予定
　児童就学時健診
◆「食育のお話し」
　（10：00～・ふれ愛センター）

◆上南部保、親子遠足
　（アドベンチャーワールド）
◆清川保、おひさま広場
　（保育所開放）・お祭りごっこ
◆南部幼年長児、電車体験
◆南部小1・2・3年生、社会見学
◆南部中、TAIM全校発表会
◆岩代小、
　交流学習（たちばな養護学校）
◆南部長寿大学、
　町外研修（和歌山　日前宮）
◆南川三治郎写真展
　（～11/8　ゆめよみ館）

◆南部保、運動会
◆愛之園保、秋の園庭清掃
◆南部中吹奏楽部、ファミリー
　コンサート（14：00～）

◆愛之園保、ファミリー運動会
◆高城保、運動会
◆南部幼、ふれあいの日
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆上南部保、運動会
◆白梅幼、幼稚園開放日
◆岩代小、第136回開校記念日

◆南部保、親子遠足
◆南部幼、ふれあいの日

◆白梅幼、幼稚園開放日
◆愛之園保、
　おじいちゃん・おばあちゃん
　とのお餅つき大会
◆上南部中、文化祭
◆はあとはあとグラウンドゴルフ
　大会（町民運動広場）
◆文化協会大展覧会（～30日・
　生涯学習センター＆南部公民館）

◆南部幼、白梅幼、運動会
◆ひかり保・岩代小、合同運動会
◆高城小・中、合同運動会
◆清川保・小・中、合同運動会
◆上南部中、体育祭
◆南部中、環境整備作業
◆南部高校吹奏楽部演奏会
　（18：00～紀南文化会館）

◆南部中、体育祭

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

１０月の田辺年金事務所年金相談
8日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

統計の日

◆岩代小、開校記念行事 ◆愛之園保、キノピー教室
◆高城中２年生、
　職場体験学習（～20日）
◆「マタニティー＆ベビーサロン」
　（13：30～・こひつじランド）

食育の日

◆清川保、クッキング
◆上南部小
　修学旅行（6年生・～21日）
　社会見学（1～5年生）
◆高城小・清川小、来年度新入学
　予定児童就学時健診
◆南部中、思春期体験学習
◆胸部検診レントゲンバス巡回
　（20日）
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部小、芸術鑑賞 ◆こひつじランド第7回育児講座
　ピクニック
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～16：30）

原子力の日

◆高城保、お弁当作り
◆南部小4・5・6年生、社会見学
◆上南部小、来年度新入学予定
　児童就学時健診

各納期　町県民税（普通徴収3
期）/国民健康保険税（普通徴
収4期）/介護保険料（普通徴収
4期）/後期高齢者医療保険料
（普通徴収4期）

体育の日

◆緑の募金
◆自動車点検整備推進運動強化月間
◆体力つくり強調月間
◆臓器移植普及推進月間
◆骨髄バンク推進月間
◆健康強調月間
◆木づかい推進月間

★須賀神社秋祭り
★東・西岩代八幡神社
　　秋祭り

★鹿島神社秋祭り

★高城天宝神社秋祭り

★清川天宝神社秋祭り

◆里親を求める運動
◆全国漁船安全操業推進月間
◆麻薬・覚せい剤乱用防止運動（～11月30日）
◆共同募金運動（～12月31日）
◆間伐推進強化期間（～11月30日）
◆統計調査票提出促進月間（～12月28日）
◆３R推進月間　◆情報化月間

◆工業標準化月間　◆土地月間
◆都市緑化月間　◆住生活月間
◆全国・自然歩道を歩こう月間
◆「法の日」週間（1～7日）
◆公証週間（1～7日）
◆全国労働衛生週間（1～7日）
◆古紙リサイクル週間（2～8日）

◆全国地域安全運動（11～20日）
◆薬と健康の週間（17～23日）
◆行政相談週間（17～23日）
◆高圧ガス保安活動促進週間
　（23～29日）
◆精神保健福祉普及運動
　（24～30日）
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◆南部小1・2・3年生、社会見学
◆南部中、TAIM全校発表会
◆岩代小、
　交流学習（たちばな養護学校）
◆南部長寿大学、
　町外研修（和歌山　日前宮）
◆南川三治郎写真展
　（～11/8　ゆめよみ館）

◆南部保、運動会
◆愛之園保、秋の園庭清掃
◆南部中吹奏楽部、ファミリー
　コンサート（14：00～）

◆愛之園保、ファミリー運動会
◆高城保、運動会
◆南部幼、ふれあいの日
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆上南部保、運動会
◆白梅幼、幼稚園開放日
◆岩代小、第136回開校記念日

◆南部保、親子遠足
◆南部幼、ふれあいの日

◆白梅幼、幼稚園開放日
◆愛之園保、
　おじいちゃん・おばあちゃん
　とのお餅つき大会
◆上南部中、文化祭
◆はあとはあとグラウンドゴルフ
　大会（町民運動広場）
◆文化協会大展覧会（～30日・
　生涯学習センター＆南部公民館）

◆南部幼、白梅幼、運動会
◆ひかり保・岩代小、合同運動会
◆高城小・中、合同運動会
◆清川保・小・中、合同運動会
◆上南部中、体育祭
◆南部中、環境整備作業
◆南部高校吹奏楽部演奏会
　（18：00～紀南文化会館）

◆南部中、体育祭

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

１０月の田辺年金事務所年金相談
8日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

統計の日

◆岩代小、開校記念行事 ◆愛之園保、キノピー教室
◆高城中２年生、
　職場体験学習（～20日）
◆「マタニティー＆ベビーサロン」
　（13：30～・こひつじランド）

食育の日

◆清川保、クッキング
◆上南部小
　修学旅行（6年生・～21日）
　社会見学（1～5年生）
◆高城小・清川小、来年度新入学
　予定児童就学時健診
◆南部中、思春期体験学習
◆胸部検診レントゲンバス巡回
　（20日）
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部小、芸術鑑賞 ◆こひつじランド第7回育児講座
　ピクニック
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～16：30）

原子力の日

◆高城保、お弁当作り
◆南部小4・5・6年生、社会見学
◆上南部小、来年度新入学予定
　児童就学時健診

各納期　町県民税（普通徴収3
期）/国民健康保険税（普通徴
収4期）/介護保険料（普通徴収
4期）/後期高齢者医療保険料
（普通徴収4期）

体育の日

◆緑の募金
◆自動車点検整備推進運動強化月間
◆体力つくり強調月間
◆臓器移植普及推進月間
◆骨髄バンク推進月間
◆健康強調月間
◆木づかい推進月間

★須賀神社秋祭り
★東・西岩代八幡神社
　　秋祭り

★鹿島神社秋祭り

★高城天宝神社秋祭り

★清川天宝神社秋祭り

◆里親を求める運動
◆全国漁船安全操業推進月間
◆麻薬・覚せい剤乱用防止運動（～11月30日）
◆共同募金運動（～12月31日）
◆間伐推進強化期間（～11月30日）
◆統計調査票提出促進月間（～12月28日）
◆３R推進月間　◆情報化月間

◆工業標準化月間　◆土地月間
◆都市緑化月間　◆住生活月間
◆全国・自然歩道を歩こう月間
◆「法の日」週間（1～7日）
◆公証週間（1～7日）
◆全国労働衛生週間（1～7日）
◆古紙リサイクル週間（2～8日）

◆全国地域安全運動（11～20日）
◆薬と健康の週間（17～23日）
◆行政相談週間（17～23日）
◆高圧ガス保安活動促進週間
　（23～29日）
◆精神保健福祉普及運動
　（24～30日）
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